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私
の
大
学
史
編
纂
・
大
学
史
研
究
の
遍
歴
と
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
で
の
私
の
役
割

谷
本
宗
生
　

一
　
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
と
私
の
役
割

二
〇
〇
六
︵
平
成
十
八
︶
年
四
月
に
、
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
︵
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
︶
が
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
る
。
大
東
文
化
歴
史
資
料
館︵
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
︶の
そ
の
目
的
は
、﹁
学
園
及
び
大
学
を
始
め
と
す
る
設
置
校
の
歴
史︵
校
史
︶

に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
﹂
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
﹁
校
史
に
係
る
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
及
び
公
開
﹂
を
行
い
、﹁
学
園
及

び
設
置
校
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
﹂
と
宣
言
し
て
い
る
︵﹁
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
︵
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
︶
規
程
﹂
第
二
条
︶。
さ
ら
に
、

同
上
の
目
的
の
た
め
に
、次
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
も
の
と
挙
げ
て
い
る︵﹁
同
上
規
程
﹂第
三
条
︶。︵
一
︶校
史
の
調
査
及
び
研
究︵
二
︶

校
史
の
編
纂
︵
三
︶
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存
︵
四
︶
資
料
の
公
開
及
び
展
示
︵
五
︶
展
示
場
の
管
理
及
び
運
営
︵
六
︶
校
史
に

関
す
る
情
報
の
提
供
︵
七
︶
自
校
史
教
育
へ
の
支
援
︵
八
︶
出
版
物
等
の
編
集
・
刊
行
︵
九
︶
講
演
会
等
の
実
施
︵
十
︶
そ
の
他
必
要

な
事
業
。

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
十
月
よ
り
、
私
谷
本
宗
生
が
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
の
計
画
に
基
づ
く
、
百
年
史
編
纂
業
務
等
を
行
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う
こ
と
を
職
務
と
し
て
、
新
た
に
東
洋
研
究
所
特
任
准
教
授
と
し
て
出
向
勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
の
創
設
時

よ
り
、
管
轄
事
務
の
総
務
課
や
学
内
運
営
委
員
の
教
員
ら
の
尽
力
も
受
け
な
が
ら
、
浅
沼
薫
奈
特
任
講
師
（
東
洋
研
究
所
）
が
現
場
で

孤
軍
奮
闘
し
て
『
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
だ
よ
り
』
第
一
〜
十
七
号
（
二
〇
〇
七
年
一
月
〜
二
〇
一
四
年
十
一
月
）
の
編
集
刊
行
や
歴

史
資
料
館
展
示
室
で
の
展
示
企
画
の
運
営
、そ
し
て
本
学
創
立
九
十
周
年
の
二
〇
一
三（
平
成
二
十
五
）年
に
は
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
版
の『
大

東
文
化
大
学
の
歩
ん
で
き
た
道
』
を
編
集
刊
行
し
て
い
る
。
古
川
陽
二
館
長
の
も
と
浅
沼
女
史
と
と
も
に
、
新
た
に
大
東
文
化
歴
史
資

料
館
（
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
私
谷
本
は
、
二
〇
二
三
（
平
成
三
十
五
）
年
の
学
園
創
立
百
周
年
に
向
け
て
の

「
百
年
史
」
編
纂
を
、
主
と
し
て
そ
の
特
色
と
課
題
を
考
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
歴
史
資
料
館
発
足
当
初
は
、
館
長
と
事
務
職
と
の
構
成
員
で
ス
タ
ー
ト
し
な
が
ら
も
、
規
程
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
し
て
の
歴
史
資
料
館
の
業
務
な
ど
を
考
え
れ
ば
、「
必
要
に
応
じ
て
、
専
任
研
究
員
（
特
任
教
員

を
含
む
。）
及
び
学
術
調
査
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」（「
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
（
大
東
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
規
程
」
第
四
条
）
の
と

お
り
、
現
在
浅
沼
・
谷
本
と
い
う
二
人
の
専
任
研
究
員
（
東
洋
研
究
所
特
任
教
員
の
出
向
勤
務
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

な
お
学
校
法
人
と
し
て
の
大
東
文
化
学
園
の
「
文
書
保
存
規
程
」
で
は
、
学
園
保
存
文
書
の
取
扱
い
は
「
原
則
と
し
て
各
部
（
室
）

課
又
は
各
事
務
室
（
以
下
「
各
部
署
」
と
い
う
。）
で
行
い
、保
存
責
任
者
は
各
部
（
室
）
の
課
長
又
は
各
事
務
長
（
以
下
「
各
部
署
長
」

と
い
う
。）
と
す
る
」（「
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
文
書
保
存
規
程
」
第
四
条
）
と
あ
り
、
文
書
の
保
存
期
間
は
永
久
、
十
年
、
五
年
、

一
年
の
四
種
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（「
同
上
規
程
」
第
五
条
）。
た
だ
し
、
校
史
に
か
か
わ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
各
部
署
で
「
廃
棄
し

よ
う
と
す
る
文
書
が
、
校
史
の
資
料
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
（
以
下
「
歴
史
資
料
館
」
と
い
う
。）

と
協
議
の
う
え
、
移
管
等
そ
の
処
理
を
決
定
す
る
」（「
同
上
規
程
」
第
九
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
大
学
の
沿
革
及
び
校
史
の
資

料
と
な
る
書
類
」
は
、
保
存
年
限
上
で
も
「
永
久
保
存
」
と
さ
れ
る
。
二
〇
二
三
（
平
成
三
十
五
）
年
の
学
園
創
立
百
周
年
に
向
け
て
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の
「
百
年
史
」
編
纂
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
各
部
署
の
文
書
保
存
状
況
を
実
際
に
編
纂
ス
タ
ッ
フ
ら
で
確
認
し
な
が
ら
、
理
事
会
や

評
議
会
、
教
授
会
の
議
事
録
を
は
じ
め
と
し
た
校
史
に
係
る
有
効
か
つ
基
本
的
な
資
料
や
情
報
を
、
こ
の
機
会
に
原
文
書
に
限
ら
ず
な

ん
ら
か
の
か
た
ち
で
複
製
化
し
て
で
も
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
に
収
集
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

二
　
私
の
大
学
史
編
纂
・
大
学
史
研
究
の
遍
歴

︵
一
︶　
私
の
大
学
史
研
究
の
始
ま
り

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
十
月
よ
り
、
私
谷
本
宗
生
は
大
東
文
化
学
園
・
大
東
文
化
大
学
に
採
用
勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

私
が
今
ま
で
に
行
っ
て
き
た
大
学
史
編
纂
の
経
験
や
大
学
史
研
究
の
遍
歴
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
『
大
東
文
化
大
学
百
年
史
』
の
編
纂

を
従
事
す
る
に
あ
た
っ
て
振
り
返
っ
て
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

私
は
学
部
の
卒
業
論
文
で
は
『
明
治
十
年
代
の
大
学
政
策
』（
中
央
大
学
文
学
部
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
、大
学
院
の
修
士
論
文
で
は
『
森

文
政
期
の
大
学
政
策
』（
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
近
代
日
本
大
学
史
研
究
の
先
人
で
あ
る
大
久

保
利
謙
や
寺
﨑
昌
男
ら
の
研
究
著
作
（
大
久
保
利
謙
『
日
本
の
大
学
』
一
九
四
三
年
、
寺
﨑
昌
男
『
日
本
に
お
け
る
大
学
自
治
制
度
の

成
立
』
一
九
七
九
年
）
に
真
摯
に
学
び
な
が
ら
、
そ
の
研
究
上
の
特
色
や
課
題
を
認
識
す
る
。
大
久
保
や
寺
崎
ら
は
、『
文
部
省
往
復
』

や
『
評
議
会
記
録
』
と
い
っ
た
学
校
公
文
書
類
を
基
本
的
な
資
料
と
し
な
が
ら
、『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
や
『
東
京
大
学
百
年
史
』

と
い
っ
た
大
学
史
の
編
纂
を
行
い
、
か
つ
自
身
の
大
学
史
研
究
も
模
索
自
立
し
て
い
っ
た
第
一
世
代
の
象
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
彼
ら
は
、
同
時
に
学
校
関
係
資
料
の
恒
常
的
な
保
存
公
開
施
設
（
広
義
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
を
提
唱
し
て
い
く
。
こ
の
点
は
、
一
個

別
大
学
史
の
編
纂
か
ら
大
学
史
研
究
へ
と
発
展
深
化
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
開
か
れ
た
公
共
性
を
有
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
役
割
に
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お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
提
起
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
個
別
大
学
史
の
編
纂
完
了
か
ら
広
義
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
へ

の
設
立
移
行
に
関
し
て
、
大
学
史
編
纂
の
「
後
始
末
」
に
す
ぎ
な
い
と
揶
揄
す
る
指
摘
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
あ
ろ
う
。

私
の
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
で
取
り
上
げ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、
現
在
も
な
お
し
っ
か
り
継
続
し
た
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
環
を

形
成
し
て
い
る
。
帝
国
大
学
や
第
一
高
等
中
学
校
の
教
員
や
学
生
ら
の
動
向
に
注
目
し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
が
実
際
に
実
施
さ

れ
て
い
た
の
か
、
当
時
の
教
員
や
学
生
ら
は
な
に
を
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
当
該
者
ら
の
日
記
や
回
顧
録
類
を
資

料
と
し
て
分
析
考
察
を
試
み
て
い
る
（「
第
一
高
等
中
学
校
（
一
八
八
七
年
）
の
体
操
担
当
教
員
ら
の
顔
ぶ
れ
に
つ
い
て
」「
高
等
中
学

校
生
徒
ら
の
健
康
・
衛
生
環
境
に
つ
い
て
―
眼
病
予
防
・
姿
勢
矯
正
・
体
操
遊
戯
―
」『
一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
三
〜
六
頁
）。

︵
二
︶　﹃
金
沢
大
学
五
十
年
史
﹄
編
纂
の
体
験

金
沢
大
学
で
「
大
学
五
十
年
史
」
編
纂
に
専
任
助
手
と
し
て
平
成
九
年
か
ら
三
年
間
余
り
従
事
し
、『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』
部
局

編
（
一
九
九
九
年
）・
通
史
編
（
二
〇
〇
一
年
）
を
編
纂
す
る
。『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』
部
局
編
・
通
史
編
は
、
現
在
金
沢
大
学
の
学

術
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
以
降
の
前
身
各
学
校
の
設
立
変
遷
を
追
い
な
が
ら
、
戦
後
改
革
期
に
新
制
国
立

大
学
の
金
沢
大
学
と
な
り
地
域
の
基
幹
総
合
大
学
と
な
っ
て
発
展
し
て
い
く
様
相
を
、
国
立
大
学
の
設
立
五
十
年
に
あ
た
る
一
九
九
九

（
平
成
十
一
）
年
ま
で
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。
戦
前
期
か
ら
北
陸
帝
国
大
学
設
立
構
想
が
あ
り
、
中
央
政
府
に
も
十
分
評
価
さ
れ

て
い
た
幻
の
帝
国
大
学
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
。
そ
れ
が
敗
戦
後
の
戦
後
改
革
期
に
、
ど
の
地
域
よ
り
も
い

ち
早
く
総
合
大
学
の
設
立
を
地
域
挙
げ
て
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
主
要
因
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
一
個
別
大
学
の

「
五
十
年
史
」
の
特
色
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
大
学
史
研
究
と
し
て
も
画
期
的
な
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
私
は
編
纂
後
に
「
新
制
国
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立
大
学
の
成
立
過
程
―
北
陸
総
合
大
学
設
立
構
想
―
」『
大
学
史
研
究
』
第
十
七
号
（
二
〇
〇
一
年
十
一
月
、百
五
十
七
〜
百
七
十
二
頁
）

と
し
て
論
文
化
し
発
表
す
る
。

ま
た
自
身
の
学
位
論
文
と
し
て
、『
近
代
日
本
官
立
高
等
教
育
機
関
設
置
の
研
究
―
金
沢
に
み
る
設
置
過
程
を
通
し
て
―
』
を
纏
め

金
沢
大
学
大
学
院
に
提
出
し
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
九
月
論
文
博
士
と
し
て
受
理
さ
れ
、
博
士
（
学
術
）
を
授
与
さ
れ
る
。
戦

前
戦
後
を
と
お
し
て
、
高
等
教
育
機
関
群
が
金
沢
に
設
置
さ
れ
て
き
た
過
程
を
追
求
し
、
金
沢
と
い
う
北
陸
の
都
市
に
「
学
都
」
と
い

う
側
面
が
あ
り
、「
学
都
」
金
沢
の
形
成
過
程
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
た
め
、

学
位
論
文
の
作
成
以
降
も
科
学
費
助
成
研
究
な
ど
を
介
し
て
、
石
川
県
の
高
等
教
育
機
関
設
置
運
動
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
明
治
期
の
高

等
中
学
校
設
置
運
動
を
検
討
し
直
し
て
、
石
川
県
内
の
設
置
運
動
の
背
景
に
も
専
門
教
育
、
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
葛
藤
や
苦
悩
が
あ

り
、
当
初
か
ら
一
枚
岩
の
団
結
し
た
動
き
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
事
情
を
丹
念
に
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
近
隣
地
域
に
あ
た
る
福
井

県
や
新
潟
県
な
ど
で
も
、
高
等
中
学
校
の
設
置
を
め
ぐ
る
思
い
や
考
え
が
交
錯
す
る
様
相
が
み
ら
れ
、
石
川
県
以
外
で
は
専
門
教
育
、

高
等
教
育
へ
の
志
向
が
消
極
的
で
あ
っ
た
と
一
面
的
に
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
継
続
し
た
調
査
に
よ
っ
て
確
認
す
る
（「
試
論
・
第
四

区
に
お
け
る
高
等
中
学
校
設
置
を
め
ぐ
る
地
域
事
情
に
つ
い
て
」『
一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
十
月
、

八
十
九
〜
九
十
九
頁
）。

さ
ら
に
、『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』
編
纂
後
に
私
の
学
位
論
文
主
査
教
員
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
大
久
保
英
哲
教
授
（
金
沢
大
学
人

間
社
会
学
域
）
と
と
も
に
共
同
で
、
戦
後
の
石
川
師
範
学
校
が
戦
時
色
を
ど
の
よ
う
に
払
拭
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
や
実
践
を

自
ら
志
向
し
て
い
っ
た
の
か
を
如
実
に
示
す
文
書
資
料
と
し
て
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
事
務
部
で
保
管
さ
れ
て
い
た
『
石
川
師
範
学
校

調
査
報
告
』（
一
九
四
六
年
）
を
、三
年
か
け
て
『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
第
四
十
九
号
（
二
〇
〇
〇

年
）・
五
十
号
（
二
〇
〇
一
年
）・
五
十
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）
に
復
刻
し
解
題
考
察
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
石
川
師
範
学
校
調
査
報
告
は
、
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当
時
の
「
進
駐
軍
」
の
要
請
に
基
づ
い
て
石
川
師
範
学
校
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
前
各
地
域
の
教
育
史
研
究
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
、占
領
軍
側
か
ら
の
照
会
と
当
該
師
範
学
校
と
の
回
答
を
示
す
貴
重
な
文
書
資
料
と
い
え
よ
う
。
現
在
、「
同
上
調
査
報
告
」

は
金
沢
大
学
資
料
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』
の
編
纂
以
後
、
私
は
金
沢
大
学
を
退
職
し
金
沢
を
離
れ
た
が
、
幸
い
金
沢
大
学
資
料
館
の
客
員
研
究
員
に

就
任
し
現
在
に
至
る
。「
大
学
五
十
年
史
」
の
編
纂
時
に
調
査
収
集
し
た
前
身
学
校
資
料
や
新
制
大
学
創
設
時
の
学
校
資
料
群
は
、
創

立
五
十
周
年
事
業
を
と
も
に
行
っ
て
い
た
学
内
の
大
学
資
料
館
に
移
管
さ
れ
る
。
現
在
、
金
沢
大
学
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

m
useum

.kanazaw
a-u.ac.jp/

か
ら
も
、
そ
れ
ら
所
蔵
関
係
文
書
資
料
群
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
（「『
金
沢
大
学
史
ア
ー
カ
イ
ブ
』
整

備
事
業
が
完
成
―
資
料
目
録
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
資
料
館H

P

上
で
公
開
―
」『
金
沢
大
学
資
料
館
だ
よ
り
』
第
四
十
四
号
、

二
〇
一
四
年
五
月
）。
一
般
利
用
者
に
対
し
て
も
、
大
学
資
料
館
で
は
現
資
料
を
事
前
の
利
用
請
求
に
応
じ
て
、
館
の
判
断
で
支
障
な

い
範
囲
で
出
き
る
限
り
公
開
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
も
、
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
資
料
館
の
サ
イ
ト
上
で
は
、

も
っ
か「
石
川
師
範
学
校
写
真
資
料
」（
二
百
九
十
五
件
）「
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
図
画
」（
六
十
七
件
）「
金
沢
病
院
設
計
図
」（
十
四
件
）

「
第
四
高
等
学
校
物
理
実
験
機
器
」（
百
八
十
七
件
）「
第
四
高
等
学
校
教
育
掛
図
」（
百
九
件
）「
歴
史
科
教
授
用
参
考
掛
図
」（
七
十
七

件
）「
御
即
位
大
礼
図
」（
十
一
件
）「
シ
ェ
ラ
イ
ベ
ル
歴
史
指
教
図
」（
十
四
件
）「
医
学
教
示
図
」（
六
十
一
件
）「
成
瀬
日
記
」（
五
十
七

件
）「
き
の
こ
ム
ラ
ー
ジ
ュ
標
本
」（
三
十
一
件
）「
レ
ア
リ
ス
チ
ッ
ク
ス
コ
ー
プ
付
属
立
体
写
真
」（
八
十
一
件
）
が
公
開
中
で
あ
る
。

︵
三
︶　
東
京
大
学
史
史
料
室
勤
務
の
知
見

私
は
金
沢
大
学
を
退
職
後
に
東
京
大
学
教
育
学
部
の
助
手
（
後
に
助
教
）
と
な
っ
て
、
大
学
史
史
料
室
（
二
〇
一
四
年
四
月
よ
り
大

学
文
書
館
）
に
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
か
ら
十
年
余
り
配
属
勤
務
し
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
以
後
に
残
さ
れ
た
東
京
大



103

私の大学史編纂・大学史研究の遍歴と大東文化歴史資料館での私の役割

学
史
の
課
題
を
大
学
史
関
係
資
料
の
身
近
で
い
く
つ
か
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
大
学
史
史
料
室
の
着

任
挨
拶
に
、
私
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
専
任
室
員
に
着
任
し
ま
し
た
谷
本
宗
生
（
た
に
も
と
む
ね
お
）
で
す
。
専
攻
は
、
近

代
日
本
の
大
学
史
・
高
等
教
育
史
研
究
で
す
。
地
道
で
着
実
な
前
任
の[

故]

中
野
実
室
員
の
活
動
を
継
承
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。」

（『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
十
頁
）

日
本
の
大
学
史
研
究
の
先
人
に
あ
た
る
故
中
野
実
さ
ん
の
足
跡
を
、
私
は
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
関
係
性
か
ら
、
慶
應

義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
十
三
巻
の
な
か
で
詳
細
に
論
評
し
て
い
る
（「
東
京
大
学
史
史
料
室
と
中
野
実
の

活
動
に
つ
い
て
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
十
三
巻
、
二
〇
〇
六
年
、
百
十
三
〜
百
二
十
九
頁
）。
中
野
氏
が
強
調
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

と
は
な
に
か
、
そ
れ
は
大
学
史
に
関
す
る
知
の
集
積
を
意
味
し
、
未
来
に
向
け
て
の
大
学
史
研
究
交
流
の
起
点
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ

た
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
私
も
金
沢
大
学
や
東
京
大
学
在
職
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
が
た
と
出
会
い
、
不
思
議
な
因
縁
で
そ
の
か
た

が
た
と
一
緒
に
研
究
活
動
な
ど
を
持
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。
金
沢
大
に
資
料
調
査
に
訪
れ
た
当
時
京
都
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た

冨
岡
勝
さ
ん
（
現
在
は
、
近
畿
大
学
教
授
）
と
知
遇
を
得
て
、
現
在
で
は
彼
と
一
緒
に
外
部
研
究
委
員
と
し
て
、
松
本
市
に
あ
る
旧
制

高
等
学
校
記
念
館
の
運
営
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
東
京
大
学
史
史
料
室
に
戦
時
下
の
科
学
政
策
を
調
査
す
る
た
め
に
訪
れ
た
、

当
時
東
北
大
学
資
料
館
の
研
究
員
で
あ
っ
た
吉
葉
恭
行
さ
ん
（
現
在
は
、
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
と
知
遇
を
得
て
、
現
在
で

も
科
学
費
助
成
研
究
を
共
同
で
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
冨
岡
さ
ん
や
吉
葉
さ
ん
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
私
が
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
大
学
史
編
纂
や
大
学
史
研
究
に
お
い
て
、
多
く
の
か
た
が
た
と
の
貴
重
な
出
会
い
と
有
益
な
研
究
交
流
が
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

大
学
史
史
料
室
発
行
の
定
期
的
な
研
究
刊
行
物
で
あ
っ
た
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
に
、
室
員
で
あ
っ
た
私
は
大
学
史
史
料
室
に
調
査

研
究
に
訪
れ
て
熱
心
に
大
学
史
の
研
究
に
専
心
し
よ
う
と
す
る
学
内
・
学
外
の
大
学
院
生
ら
に
、
で
き
る
だ
け
『
大
学
史
紀
要
』
に
執
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筆
投
稿
す
る
機
会
を
示
唆
提
供
で
き
た
こ
と
も
結
果
的
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
東
京
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ

た
辻
直
人
さ
ん
（
現
在
は
、
北
陸
学
院
大
学
准
教
授
）
に
は
「
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
文
部
省
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
変
化
に

つ
い
て
の
一
考
察
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
十
六
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
、
二
十
一
〜
三
十
八
頁
）
を
、
当
時
東
京
工
業
大
学
の

大
学
院
生
で
あ
っ
た
岡
田
大
士
さ
ん
（
現
在
は
、
中
央
大
学
准
教
授
）
に
は
「
大
学
改
革
か
ら
み
た
科
学
技
術
人
材
養
成
の
歴
史
と
そ

の
比
較
―
東
京
工
業
大
学
の
戦
後
改
革
と
一
九
三
〇
年
代
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
お
け
る
改
革
を
通
し
て
―
」『
東
京
大

学
史
紀
要
』
第
二
十
三
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
、
八
十
四
〜
九
十
六
頁
）
を
執
筆
し
て
も
ら
っ
た
が
、
彼
ら
は
自
身
の
研
究
を
さ
ら
に

学
位
論
文
と
し
て
纏
め
上
げ
て
、
博
士
号
を
取
得
し
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
辻
さ
ん
や
岡
田
さ
ん
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次

世
代
の
大
学
史
研
究
者
ら
の
研
究
支
援
に
大
学
史
史
料
室
の
活
動
が
少
し
で
も
手
助
け
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
中
野
実

氏
も
理
想
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
、
大
学
史
に
関
す
る
知
の
集
積
、
未
来
に
向
け
て
の
大
学
史
研
究
の
交
流
を
、
私
な
り
に
な
ん
と
か
実

践
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
自
身
は
も
う
一
つ
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
を
介
し
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い

事
柄
や
象
徴
的
な
出
来
事
な
ど
を
、
大
学
史
関
係
資
料
に
基
づ
い
て
解
説
紹
介
す
る
よ
う
積
極
的
に
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、

大
学
・
学
園
の
歴
史
的
な
背
景
（
物
語
の
存
在
）
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
初
代
帝
国
大
学

総
長
を
務
め
た
渡
辺
洪
基
（
わ
た
な
べ
ひ
ろ
も
と
）
が
、
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
総
長
と
称
さ
れ
る
の
か
？
私
立
学
校
な
ど
な
ら
ば
、
建
学

の
祖
に
あ
た
る
主
要
人
物
で
あ
ろ
う
。
東
京
大
学
史
の
謎
・
秘
話
に
つ
い
て
、
私
は
こ
の
よ
う
な
素
朴
で
不
思
議
な
疑
問
か
ら
、
ま
ず

そ
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
現
在
に
至
る
歴
代
総
長
の
な
か
で
、
渡
辺
洪
基
だ
け
が
本
学
関
係
者
で
な
い

経
歴
の
総
長
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
渡
辺
は
、
国
家
学
会
や
東
京
地
学
協
会
な
ど
多
く
の
学
術
・
社
交
団
体
の
役
職
も
兼
ね
、
三
十
六

会
長
の
異
名
を
と
る
人
物
で
あ
る
。
渡
辺
洪
基
初
代
帝
国
大
学
総
長
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
思



105

私の大学史編纂・大学史研究の遍歴と大東文化歴史資料館での私の役割

議
な
こ
と
に
、
従
前
の
「
五
十
年
史
」
や
「
百
年
史
」
と
い
っ
た
東
京
大
学
史
で
も
渡
辺
初
代
総
長
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
渡
辺
初
代
帝
大
総
長
は
、
次
々
と
帝
国
大
学
の
整
備
・
改
革
の
た
め
の
方
策

を
検
討
実
施
し
て
い
る
。
学
生
の
心
身
を
活
発
に
さ
せ
る
帝
国
大
学
運
動
会
（
一
八
八
六
年
七
月
）
を
保
護
し
、
土
地
家
屋
飲
水
及
び

学
生
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
へ
の
注
意
喚
起
と
改
良
を
計
画
す
る
帝
国
大
学
衛
生
委
員
（
一
八
八
七
年
九
月
）
を
設
置
す
る
。
ま
た
官

公
庁
や
民
間
企
業
な
ど
に
宛
て
、
分
科
大
学
生
の
貸
費
勧
誘
と
大
学
院
生
の
優
遇
・
助
成
を
要
望
（
一
八
八
六
年
五
月
）
し
て
い
る
。

帝
国
大
学
が
国
会
・
社
会
に
と
っ
て
実
際
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
、
分
科
大
学
及
び
大
学
院
学
生
へ
の
学
資
支
援
の
要
請
と
い
っ
た
か

た
ち
で
率
先
し
て
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、
不
必
要
な
借
財
を
行
う
な
ど
の
帝
国
大
学
生
に
対
し
て
は
品
行
不
良
の

過
失
と
し
て
処
罰
す
る
（
一
八
八
七
年
十
月
）
と
し
て
い
る
。
帝
国
大
学
で
諸
施
策
を
行
っ
て
い
っ
た
渡
辺
総
長
の
も
と
に
は
、
彼
の

施
策
を
支
え
る
ブ
レ
ー
ン
ら
（
渡
辺
派
）
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
当
然
推
測
さ
れ
る
。
帝
国
大
学
書
記
官
の
永
井
久
一
郎
や
法
科
大

学
教
授
の
木
下
広
次
ら
、
渡
辺
総
長
体
制
を
支
え
た
有
能
な
ブ
レ
ー
ン
ら
の
存
在
を
今
後
よ
り
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
（「
渡
辺
洪
基
初
代
帝
国
大
学
総
長
の
施
策
に
つ
い
て
―
『
帝
国
大
学
年
報
』
を
手
が
か
り
に
―
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』

第
四
十
八
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
二
〜
三
頁
）。

私
が
勤
め
た
東
京
大
学
は
、
戦
後
新
制
国
立
大
学
と
し
て
五
十
年
以
上
経
過
し
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
四
月
、
国
立
大
学

法
人
東
京
大
学
と
な
り
、
大
学
史
上
に
お
い
て
帝
国
大
学
（
一
八
八
六
年
）、
東
京
大
学
（
一
九
四
九
年
）、
そ
し
て
国
立
大
学
法
人
東

京
大
学
（
二
〇
〇
四
年
）
と
、
ま
さ
に
重
要
な
画
期
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
帝
国
大
学
制
度
が
で
き
て
五
十
年
以
上
が
経
過
し
て
、
新

制
国
立
大
学
制
度
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
国
立
大
学
制
度
も
ま
た
五
十
年
以
上
が
経
過
し
て
、
新
た
な
国
立
大
学
法
人
制
度
へ
と
変
貌

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
法
人
化
以
降
の
現
在
、
大
学
長
で
あ
る
学
園
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
権
限
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
、
社
会
的
な

責
任
（
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
・
大
学
の
使
命
）
を
学
園
全
体
で
よ
り
徹
底
し
て
自
覚
す
る
よ
う
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
大
学



106

の
場
合
は
、
歴
史
的
に
も
大
学
長
は
学
園
全
体
を
統
轄
す
る
「
総
長
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
て
、President

と
英
訳
さ
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
東
京
大
学
に
勤
務
し
て
一
年
ほ
ど
の
私
も
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
四
月
〜
八
月
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
と
東
京
大
学

史
史
料
室
共
催
の
「
東
大
総
長
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
―
渡
辺
洪
基
か
ら
内
田
祥
三
ま
で
―
」
展
示
を
企
画
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
展
示
の
狙

い
は
、
国
立
大
学
か
ら
大
学
法
人
へ
と
い
う
一
つ
の
転
換
点
に
立
つ
東
京
大
学
に
お
い
て
、「
東
京
大
学
総
長
」
と
い
う
存
在
の
も
つ

意
味
を
、
歴
史
的
な
文
脈
で
再
考
す
る
機
会
と
な
る
べ
く
企
図
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歴
代
総
長
が
執
筆
し
て
い
た
日
記
な

ど
を
実
際
に
展
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
見
学
利
用
者
に
は
好
評
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（「『
東
大
総
長
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
―
渡
辺
洪
基
か

ら
内
田
祥
三
ま
で
―
』
展
報
告
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
、
七
頁
）。
さ
ら
に
私
は
、

大
学
教
職
員
や
学
生
ら
が
も
っ
て
い
る
優
れ
た
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、
学
園
全
体
を
統
括
的
に
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
が
「
大
学
総
長
」
で
あ
る
と
考
え
、
歴
代
総
長
の
な
か
か
ら
浜
尾
新
・
外
山
正
一
・
長
与
又
郎
と
い
う
三
総
長
の
逸
話
を
『
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
で
取
り
上
げ
て
紹
介
考
察
す
る
。
彼
ら
は
優
れ
た
業
績
に
加
え
、
個
性
的
な
人
物
ら
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
が
、

や
は
り
そ
の
恩
師
を
慕
い
想
う
本
学
学
生
・
卒
業
生
ら
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
教
育
者
と
し
て
も
と
て
も
魅
力
的
な
の
で
あ
る
と
確
信

す
る
（「
戦
前
期
の
大
学
総
長
の
人
物
像
に
つ
い
て
―
浜
尾
新
・
外
山
正
一
・
長
与
又
郎
の
逸
話
―
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』

第
四
十
四
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
四
〜
五
頁
）。

ま
た
私
自
身
が
東
京
大
学
史
史
料
室
・
東
京
大
学
に
勤
務
し
て
痛
感
し
た
の
は
、
戦
後
の
大
学
史
研
究
に
お
い
て
い
ま
だ
十
分
に
明

ら
か
に
で
き
て
い
な
い
課
題
、
問
題
点
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
所
属
学
部
で
あ
る
『
東
京
大
学
教
育
学
部
六
十
年
史
』（
二
〇
一
一

年
三
月
）
の
編
纂
に
従
事
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
戦
時
と
戦
後
と
の
交
錯
・
葛
藤
す
る
関
係
性
を
、
十
分
に
捉
え
て

「
六
十
年
史
」
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
そ
の
一
例
な
が
ら
、
旧
軍
部
と
帝
国
大
学
教
育
学
と
の
制

度
的
な
か
か
わ
り
が
問
題
視
で
き
る
。
軍
将
校
の
派
遣
学
生
ら
が
一
定
期
間
、
帝
国
大
学
の
授
業
を
聴
講
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
官
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私の大学史編纂・大学史研究の遍歴と大東文化歴史資料館での私の役割

庁
往
復
』（
現
在
は
、
東
京
大
学
文
書
館
所
蔵
）
と
い
っ
た
公
文
書
の
記
録
資
料
を
丹
念
に
み
て
も
、
陸
軍
海
軍
と
も
に
帝
国
大
学
側

に
定
期
的
に
聴
講
生
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の
で
あ
る
（「
新
制
大
学
の
学
部
前
史
を
ど
う
捉
え
て
い
く
か
―
関
係
す

る
史
・
資
料
の
扱
い
を
含
め
て
―
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
四
〜
五
頁
）。
ま
た
そ

の
一
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
学
園
紛
争
を
経
験
し
て
い
く
過
程
で
、
東
京
大
学
が
他
大
学
よ
り
も
先
駆
け
て
「
大
学
改
革
」
の

試
み
を
自
覚
的
に
着
手
し
始
め
た
動
向
を
、
私
は
『
東
京
大
学
史
史
料
室
調
査
活
動
―
大
学
の
自
己
点
検
評
価
の
歴
史
的
調
査
：
基
礎

史
料
集
―
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
と
し
て
中
間
報
告
を
公
表
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
継
続
的
な
調
査
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
学
園
紛
争
の
関
係
資
料
も
、
戦
後
大
学
史
研
究
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
資
料

と
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
ら
の
証
言
記
録
に
加
え
、当
時
の
改
革
関
係
資
料
群
も
悉
皆
的
に
収
集
整
理
さ
れ
て
い
け
ば
、

あ
の
学
園
紛
争
を
経
験
す
る
な
か
で
、
大
学
は
い
か
に
自
律
的
に
学
園
を
自
浄
化
し
よ
う
と
志
向
し
模
索
し
て
い
た
の
か
、
解
明
し
て

い
く
こ
と
も
い
ず
れ
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

三
　﹃
大
東
文
化
大
学
百
年
史
﹄
へ
寄
せ
る
私
の
期
待
と
覚
悟

私
は
、自
身
の
金
沢
大
学
や
東
京
大
学
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、こ
れ
か
ら
『
大
東
文
化
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

古
川
陽
二
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
長
は
、本
学
創
立
九
十
周
年
の
記
念
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
大
東
文
化
大
学
の
歩
ん
で
き
た
道
』（
二
〇
一
三

年
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
編
者
と
読
者
と
の
間
の
忌
憚
の
な
い
や
り
と
り
が
百
年
史
編
纂
事

業
の
進
展
・
深
化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
」（『
同
上
書
』
百
十
二
頁
）
と
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
私
も
同
感
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
大
学
史
・
学
園
史
は
完
成
後
に
は
ま
た
新
た
な
資
料
群
の
発
掘
や
さ
ま
ざ
ま
な
多
数
の
有
益
な
評
価
知
見
を
得
て
、
必
然
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的
に
修
正
さ
れ
て
い
く
宿
命
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
学
大
東
文
化
大
学
も
、戦
後
に
「
東
京
文
政
大
学
」「
文
政
大
学
」「
大

東
文
化
大
学
」
と
い
う
名
称
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
本
学
内
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
や
動
き
が
実
際
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な

が
ら
、
従
前
の
『
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
』（
一
九
七
三
年
）
や
『
大
東
文
化
大
学
七
十
年
史
』（
一
九
九
三
年
）
で
も
、
あ
ま
り
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
学
に
と
っ
て
校
名
改
称
と
い
う
重
大
問
題
は
、今
後
の
「
百
年
史
」
編
纂
に
お
い
て
も
十
分
な
資
料
確
認
・

資
料
批
判
を
行
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
（「
大
東
文
化
大
学
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
い
か
に
捉
え
描
き
出
す
か
―
百

年
史
へ
向
け
て
の
特
色
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
」『
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
だ
よ
り
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、
一
〜

二
頁
）。

最
後
に
私
は
自
身
の
持
論
な
が
ら
、大
学
史
・
学
園
史
は
「
学
術
書
」
と
し
て
の
位
置
付
け
は
重
要
で
あ
る
が
、や
は
り
「
学
園
物
語
」

と
い
う
「
読
み
物
」
で
あ
る
工
夫
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
少
子
高
齢
化
社
会
へ
向
け
て
の
、
大
学
・

学
園
と
し
て
の
「
説
明
責
任
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
い
ず
れ
編
纂
さ
れ
る
『
大
東
文
化
大
学
百
年
史
』
に
お
い
て
私
の
試

み
を
ぜ
ひ
示
し
た
い
と
思
う
。


